
 
２０１９年４月２６日〈金〉第３例会  第２８０２回 

例会場：益田商工会議所２階会議室  事務局 TEL23-3392 FAX23-4069 

３Ｆ大会議室 

～～～～プログラム～～～～ 
◎開会の言葉              １２：３０                村木幹事 
◎点鐘                                     市原会長 
◎ロータリーソング〈奉仕の理想〉 
◎ゲストスピーカー＆ビジター紹介                        市原会長 
◎食事案内《きりた》                             久城ＳＡＡ 

★ＭＹ箸をご利用の方は｢ＭＹ箸ＢＯＸ｣に割り箸をお返し下さい。次週ＭＹ箸率を発表します★ 
前例会(４月１９日)ＭＹ箸率報告……１０名うち３膳返却で３０％でした。 

◎会長挨拶                                   市原会長 

 

◎スマイル報告                                久城ＳＡＡ 

 

◎幹事報告                                   村木幹事 

１．次週５月３日(金)は憲法記念日で休会です。次回例会は５月１０日(金)です。プログラムは

慶祝報告と米山学生来訪、新入会員入会式を行います。また、例会終了後、第１２回〈５月〉

理事会を行います。出席確認を回覧します。 

２．会員推薦について、１９日にＦＡＸにて会員に賛否伺いの結果、異議はありませんでした。 

３．５月のロータリーレートは、１ドル＝１１２円です（４月１１０円）。 

４．その他 

 

◎委員会報告                            クラブ管理運営委員会 

総 員 出 席 欠 席 長 欠 Ｍ Ｕ 出席率 

１８名 名  名 名 名 ％  

 

◎会員スピーチ                                �廣兼会員 

 

◎閉会点鐘               １３：３０               市原会長 

 

ＭＵ 4/19（会員勧誘委員会）増野会員、市原会員、村木会員、右田会員、矢冨会員、永島会員、

佐々井会員、青木久仁子会員、大畑会員 

4/20･21（ＩＡ地区協議会）田原会員 

4/21（新規ロータリー米山奨学生オリエンテーション・歓迎会）矢冨会員 

4/24（ＩＡＣ例会）市原会員、村木会員、田原会員、高橋会員、永島会員 

 

創立Ｓ３６年 1 月２４日 THE ROTARYCLUB OF MASUDA 承認Ｓ３６年３月１６日 

会長 市原 浩 副会長 田上尚志 幹事 村木 繁 副幹事 廣兼重孝 会計 岩本 誠 ＳＡＡ 久城恵治 



益田ロータリークラブ 前例会記録 <４月１９日> 

◎会長挨拶 

皆さん こんにちは。 

  本日は１４日に行われた「地区研修・協議会」の報告です。よろしくお願いします。 

  学校や役所で新年度がはじまりましたがロータリーは７月が新年度でどうして日本は学校は

４月が新年度なんだろうって感じたことはありませんか。 

  一説には明治政府は一般の学校は９月が新学期と定めたそうです。しかし士官学校などの軍関

係は翌年の４月が新学期でした。また大学生は勉学で国に尽くす期待が持たれ徴兵から除外され

ました。よって優秀な学生の殆どが９月の一般の学校に入ったため翌４月の軍関係の入学希望者

の質がおちてしまったので、それに危惧を感じた軍部が文部行政に圧力をかけて軍と同じ時期に

全ての学校が新学期を迎えるようになったそうです。 

  ロータリーの会計年度はというと第１回大会が終了した翌日、１９１０年８月１８日に始まり

ました。更に１９１２年８月、理事会が当時のＩＲＣの会計監査を依頼した際十分な報告と準備

ができるよう最終日は６月３０日にするよう提案を受けたそうです。 

  それが今に至っているみたいです。  

  それでは本日もよろしくお願いします。 

 

◎幹事報告 

１．第１１回〈４月〉理事会報告 

 ①５月例会予定について（予定表添付）  ②米山学生 李萌さんの歓迎会について…検討中 

 ③その他…会員推薦を承認 → 会員に賛否伺いの結果、異議はありませんでした。 

２．本日例会終了後、会員勧誘委員会を行います。 

３．２０日(土)･２１日(日)「ＩＡ地区協議会」開催(於:松江)。田原ＩＡＣ小委員長と明誠高等

学校顧問教師が出席されます。 

４．２１日(日)「新規ロータリー米山奨学生オリエンテーション・歓迎会」開催（於:岡山）。 

矢冨カウンセラーと李萌さんが出席されます。 

５．「２０１９－２０２０年度 第２６９０地区年間行事予定表」を配付します。 

   ＊古瀨ガバナー公式訪問例会：９月１３日(金) 

   ＊第５グループ高橋ガバナー補佐訪問例会･クラブアッセンブリー：８月３０日(金) 

６．その他 

 

◎委員会報告                            クラブ管理運営委員会 

総 員 出 席 欠 席 長 欠 Ｍ Ｕ 出席率 

１８名 １３名 ０名 ０名 ５名 １００％ 

 

◎スピーチ          「地区研修・協議会報告」      地区研修・協議会出席者 

  〔会長部門〕田上会長エレクト（報告書添付 代読：久城会員） 

  〔社会奉仕部門〕村木会員 

  〔国際奉仕部門〕矢冨会員 

  〔青少年奉仕部門〕高橋会員 

 

◎スマイル報告 

＊地区研修・協議会御苦労様でした。……市原会員 

＊地区研修・協議会 国際奉仕部門に参加いたしました。今日の為、よく聞いていましたがまっ

たく頭に入っていません。……矢冨会員 

＊前回欠席しました。……村木会員 

＊前回欠席いたしました。……右田会員 

＊前回無届欠席しました。申し訳ありません。……永島会員 

＊先週欠席でした。すみません。……大畑会員 



ご報告 

 

平成３１年４月１９日 

会長エレクト  田上 尚志 

 

平成３１年４月１４日実施の国際ロータリー２６９０地区地区研修・協議会（会長部門部門別協

議会）について，以下のとおり報告致します。 

 

１ 会長部門部門別協議会は，カウンセラー：地区ガバナー末長
すえなが

範彦
のりひこ

氏（岡山ロータリークラブ），

リーダー：地区ガバナーエレクト古瀨
ふ る せ

倶之
ともゆき

氏（出雲中央ロータリークラブ），副リーダー：地

区ガバナーノミニー菊池
き く ち

捷男
と し お

氏（岡山西ロータリークラブ），ＳＡＡ：伊藤
い と う

 浩
ひろし

氏（出雲中央

ロータリークラブ），記録：松尾
ま つ お

貴
たか

久
ひさ

氏（出雲中央ロータリークラブ）の陣容で行われました。 

テーマは，配付資料の記載と少し異なり，①クラブの強みをどう考えているか，②クラブの

活性化としてどのような取組をしているか，③戦略計画への取組状況といったことで，各クラ

ブの状況についての意見交換会として行われました。 

 

２ クラブの強みについては，各クラブから自クラブについての分析があり，概ね，小規模のク

ラブは会員同士のまとまりが強く，雰囲気が良いこと，大規模クラブからは会員増強への取組

（大規模クラブだけに，勧誘力は小規模クラブより強いようです。）が紹介されました。その

中で，倉敷ロータリークラブの「若い会員が多く，年齢層が広い。若い会員が奉仕活動に積極

的に参加してくれる。」との発表や，岡山東ロータリークラブの「３年未満の会員を中心とし

て懇親会を開き，年長者と若い会員の交流を図り，ロータリーについての知識を伝えて行くと

ともに，退会防止を図っている。」との発表が参考になりました。 
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３ クラブの活性化については，懇親会を積極的に行うことのほか，他クラブとの積極的な交流

を行っているとの発表が印象的でした。具体的には， 

（１）クラブ名のつながりを縁とした交流 

① 岡山西南ロータリークラブが，「西南の集い」と称して，「西南」の文言をクラブ名

に含む日本全国のクラブ同士で交流している。 

② 岡山丸の内ロータリークラブが，「丸の内」の文言を含むことで名古屋丸の内ロータ

リークラブと交流している。 

③ 米子中央ロータリークラブ，津山中央ロータリークラブが，「中央」の文言を含む  

ことで，高知ロータリークラブと交流している。 

（２） 同じ年に設立されたことを縁とした交流 

出雲南ロータリークラブと備前ロータリークラブがゴルフ，観光，講演会などで交流

している。 

（３） 地域内の観光名所を縁とした交流 

岡山城ロータリークラブが，域内に「城」を抱えている共通点で，松本ロータリーク

ラブ，岐阜ロータリークラブと交流している。 

といった取組が紹介されました。 

４ 戦略計画については，大半のクラブで策定したか策定準備中である旨挙手報告がありました。

現在，益田ロータリークラブでは，青木正美前会長，市原現会長，私と村木会員とで検討して

いますが，その際，マイ・ロータリーからダウンロードした手引きを用いています。これを用

いると，考えがまとまり易いのでなかなか有用だと思い，そのことを発表しました。 

 

ＰＥＴＳにおいて，クラブの活性化を図る為のツールも配付されたところであり，これら資料は

会員用ページにアップしています。これら資料を用いつつ，次年度はクラブの活性化を図っていき

たいと思います。 
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